
                                        平成22年6月29日 

 

第２３回 関東産業衛生技術部会・研修会のご案内 

 

 

                   関東産業衛生技術部会部会長 田中茂（十文字学園女子大） 

 

 

  景気は少しずつではありますが回復基調を示しつつあり、企業の稼働率が上がり忙しくなっているように

見受けられます。さて、今回の研修会では、労働衛生管理活動の主役であると言っても過言ではない「衛生

管理者」に焦点を当て、労働衛生管理に要求されている様々な問題に対して、これからの衛生管理者がどの

ように活躍するべきか？何を期待されているのか？などについて、講演とパネルディスカッションの形式で

研修会を開催いたします。 
  日本を代表する企業において、衛生管理者としては勿論のこと、労働衛生管理の責任者として長年ご活躍

されている方々を演者としてお迎えし、決して形式的な話ではなく、本音のトークを交わすことによって、

衛生管理者が抱えている本質的な労働衛生問題の確認と具体的な対応策などをお話しいただきます。 
  さて、近年の労働衛生問題の中では、従来型の化学物質への対応としてナノマテリアルの問題があります。

また、景気回復にとともに増加する過重労働、ダイバーシティなどによる人間関係の複雑化、さらには複合

的なストレスとメンタルヘルスの問題、さらにはその復職対応など。労働衛生部門だけでは問題解決を図る

ことは困難であり、産業医との連携、職場の管理職・人事労務部門とも円滑に協力体制を構築することで、

問題を多面的に捉えてアプローチすることで問題解決が求められています。健康問題による労働力への影響

は、生産性のアウトプットは低下させ、企業経営にも影響を与えることは明白です。 
  関東産業衛生技術部会では、これからも衛生管理者に対する問題点を検討していきますが、今回はその初

回として、労働衛生分野に造詣の深い演者に講演とディスカッションお願いすることにより、衛生管理者に

関する本質的な問題を探求したいと思います。 
衛生管理者はもとより、産業保健スタッフ、人事労務スタッフ、職場管理者、それ以外の人材関連の方々

においても、この機会にぜひ研修会へご参加いただきたくご案内申し上げます。 
 
●日時：平成２２年９月３日（金）   １３：００から１７：００  （１２時より受付開始） 

●場所：（社）東京労働基準協会連合会 本館４階会議室（地図、参照） 

     http://www.toukiren.or.jp/main.html 

●定員： 100名           ●参加費：1000 円（資料代として） 

●参加申し込み：（学会員以外でも参加できます。当日参加も可能ですが、事前準備のため参加希望者は前もっ 

てご連絡頂ければ幸いです。） 

 連絡先：田中茂（stanaka@jumonji-u.ac.jp TEL 048-477-055５） 

 

  メインテーマ：活躍が期待される衛生管理者の本質的な役割と活動範囲 

  ●講師（パネラー） 

    司会：對木博一氏（㈱ニコンビジネスサービス） 

    講師：加藤隆康氏（㈱グッドライフデザイン）  安福慎一氏（新日本製鉄㈱） 

       武田繁夫氏（三菱化学㈱） 

 １３：００ ～ １５：３５   講義  

  １５：３５ ～ １５：４５   休憩 

  １５：４５ ～ １７：００   パネルディスカッション及び質疑応答 

  

以  上 

 



 

 


